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江差町は、公園はあるが遊具が少なかったり公園の近くに駐⾞場がな

かったりする。よって、休⽇のおでかけには町外の魅⼒あるレジャース

ポットに出向いてしまう。

そこで、広い駐⾞場と敷地⾯積のある逆川森林公園をリニューアルし、

⼦どもだけでなく親や祖⽗⺟世代みんなで集える場所にしたい。

また、⼩さい⼦がいると⼤量の荷物（哺乳瓶、お湯、ミルク、オムツ、

着替え・・・）を準備しなければならない。それを少しでも補えれば、お

出かけする気持ちにもなれる︕

せっかくある広い⼟地を⽣かし、魅⼒あふれる公園をつくる︕

理 由



川は⼀般的に「⼭側から海側に」流れますが、名前の通り「海側から⼭側に」流

れる逆川。その周辺で整備された公園には町⺠が記念のために植えた桜の⽊が約６

００本あり、花⾒の時期を中⼼に町⺠の憩いの場となっています。

また、林間歩道も整備され⾃然に囲まれながらのハイキングや探⿃会なども楽し

むことができます。

春にはきれいなソメイヨシノ等の桜やツツジが咲き、毎年多くの⼈で賑わいます。

【区域⾯積】約４０ヘクタール

【施 設】駐⾞場・公衆トイレ・林間歩道

はじめに ・・・逆川森林公園の概要
（江差町観光情報ポータルサイトより抜粋）

しかし実情は…

公衆トイレは⽼朽化で使⽤に耐えない、桜もあまり管理されていない（植樹の

ネームプレートも判読できない）、園内の橋も渡れない・・・など、あまり魅⼒

を感じることができない状況にある。

そこで、次のとおり提案する。



①遊具の整備
②遊歩道などの整備
③桜の植樹
④トイレの整備
⑤屋内施設（管理棟等）の改修
⑥野菜などの直売所の設置
⑦BBQコーナーの整備

（⑧屋内施設（管理棟等）に観光案内を掲⽰）

具体的な⽅法



①遊具の整備
・⽼朽化したアスレチックの改修
・滑り台やブランコなどの、ごく普通の遊具の設置
・あとは、広い芝⽣があれば⼦どもは⾛り回って楽しめる︕

②遊歩道などの整備
・夏場はハイキングやサイクリング、冬場は歩くスキーやソリ滑り
ができるようにする

③桜の植樹
・町内の保育園児や⼩学⽣に植樹をしてもらい、逆川森林公園を⾝
近に感じてもらう。また、桜の成⻑を⾒守り、次の世代に受け継いで

いってもらう

さらに
具体的に（1）

・・・どのように整備する︖誰が関わる︖



④トイレの整備
・屋内トイレがほしい
・多⽬的トイレの設置

⑤屋内施設（管理棟等）の改修
・町内の⼩学⽣等による、外壁等への塗装体験
・０歳〜１歳児専⽤のベビースペースの設置

⇒おもちゃ・絵本の設置、ミルク⽤のお湯の設置
（親にとってありがたいサービスの提供）
・おむつ替えコーナーの設置

福島県で「⾚ちゃん連れにやさしい空間づくりガイドブック」を発⾏しています。

とても参考になります。

さらに
具体的に（1）
さらに

具体的に（2） ・・・どのように整備する︖誰が関わる︖



⑥野菜などの直売所の設置
・北部の農家さんがつくった農作物の販売
・⽔⼟⾥の会がつくった加⼯品の販売 ・・・など

⑦BBQコーナーの整備
・現在ある炊事場の改修
・BBQセットの貸し出し（桜の時期）
・⾷材セットの販売（直売所の野菜もその場で⾷べてもらう︕）

⇒リニューアルにあたっては、周知⽅法もとても重要と考える。イン
ターネットだけでなく、⼦育て向け情報誌などの雑誌にも取り上げても

らう。

さらに
具体的に（1）

さらに
具体的に（3） ・・・どのように整備する︖誰が関わる︖



『居場所づくり』と直接関係しませんが・・・

⑧屋内施設（管理棟等）に観光案内を掲⽰
・市街地への観光客呼び込み

⇒遊んだついでに、観光もしてもらう。江差の観光について興
味を持ってもらう。

・町内飲⾷店の案内。座敷や⼦ども⽤椅⼦の有無は、⼦を持つ親

にとってはとても重要な情報。あるととても便利︕

⇒町内飲⾷店への経済効果も︕

さらに
具体的に（1）

さらに
具体的に（4） ・・・どのように整備する︖誰が関わる︖



・町内の遊び場（レジャースポット）が増える
・町外に遊びに⾏っている町⺠を、呼び戻す（内需を増やす）
・⼦ども同⼠・親同⼠の交流の場をつくる
・お年寄り世代の憩いの場になる
・北部地域へ出向くきっかけづくり

効 果

波及効果

・近隣町の⼦育て世代の呼び込み
・市街地への観光客呼び込み（リピーターをつくる）
・町内飲⾷店への呼び込み
・お花⾒客の誘致



・逆川森林公園への経路案内

・交通の便の確保（シャトルバス等の検討）

…⼦育て世代は⾃家⽤⾞利⽤がほとんどであると考えられるので、それ以外の町⺠

の利⽤が想定される。

・PR⽅法の検討（広報紙、インターネット、雑誌等）

・改修費⽤（クラウドファンディング等の活⽤検討）

・管理⼈の増員（北部地域の⽅々の協⼒も視野に⼊れる）

・安全対策（ダム周辺の安全柵の設置等）

・数値⽬標の把握（リニューアル後の来場者数等）

課 題

（参考）令和元年度利⽤状況 ４⽉ ５⽉ ６⽉ ７⽉ ８⽉ ９⽉ 合計

利⽤者数(⼈) 62 168 32 25 34 17 338

⾃動⾞利⽤(台) 26 69 17 13 15 6 146



外部からの意⾒（１）

・逆川森林公園が桜の名所とは知らなかった

・「普通の公園」を⽬指すのではなく「変わった公園」を⽬指してほしい

・公園の象徴となるような⼤きい遊具の設置。普通の遊具ではリピーターは増

えない

・話題性があるものが必要であると考える

（例）

①草間彌⽣コラボなどのファンを呼び寄せるもの

②地⾯から⽔が出たりする広場

③⽇本⼀⻑いローラー滑り台

④⾃然と触れ合える遊具（アスレチック等）

⑤親と⼦どもが⼀緒に楽しめる遊具

⑥動物（シカ、ウサギなど）と触れ合える公園



外部からの意⾒（２）

・松の岱公園を⽣かしてほしい

・場所が分かりづらいことを逆⼿に取って、「逆川公園に辿り着け︕」という

⾵にしても⾯⽩いと思う

・⼦どもをターゲットにすると、その⼦が親になったときにリピーターになる

可能性がある。将来を⾒据えるととてもいいと思う

・トイレの設置はとても重要。トイレのない（古い）公園に出かけようと思わ

ない

・江差町は冬場の観光があまりない。公園内に冬のアクティビティがあるのは

とてもいいと思う

・⾃分が⼦どもの時、歩いてすぐの⼩さい公園より、歩いて１５分かかる⼤き

い公園に⾏っていた。「近い」よりも「遠くても魅⼒ある」公園づくりを⽬指

してほしい



必要な居場所づくり

・町内に遊べ
る公園がある
・⼈と⼈
（⼦・親・祖
⽗⺟世代）の
つながりを創
出する

広い敷地⾯
積と駐⾞場
がある逆川
公園を活⽤
する

趣味を活かせ
る場所が欲し
い

空き店舗や、
公共施設を活
⽤する

公共施設の開
放⽇をつくり、
趣味の場を設
ける

政策提案⽤成果シート

のぞむ姿
未来

（アウトカム）

すること
（⽣産・活動＝
アウトプット）

私たち
（資源・インプット）

今
（現状・課題）

⼈とのつなが
りが薄い

・趣味を共有
する仲間づく
り
・趣味を通じ
て、⼦どもと
⼤⼈が交流す
る

・⼦どもと⼤
⼈の交流
・転勤者と地
元の⽅のつな
がり
・若い夫婦同
⼠のつながり

・遊具、遊歩
道、トイレ、
管理棟の整
備・改修
・桜の植樹
・野菜などの
直売所の設置
・ＢＢＱコー
ナーの整備

・町⺠無料の
追分会館で集
まる
・拠点をつく
り、町⺠の交
流場所を確保
する

公共施設や⺠
間施設などを
活⽤し、交流
の場を確保す
る

既存の公園
は、遊具が
少なかった
り駐⾞場が
狭い


